
一般社団法人 日本医療安全調査機構 

※ 医療事故調査制度の対象事例となる可能性がある場合で、自院では解剖が実施できない場合やご遺
族が他施設での解剖を希望される場合には、支援団体（都道府県医師会・大学病院等）を介して、
他施設での解剖や死亡時画像診断（Ai）の実施に向けて調整いただくことができます。当該都道府県
の支援団体（都道府県医師会・大学病院等）へご相談ください。

※ また、自院での CT 撮影は可能だが、読影は出来ないという場合には、Ai の読影を外部に依頼すること
も可能です。読影依頼の方法については、医療事故調査・支援センターまたは当該都道府県の支援団
体（都道府県医師会・大学病院等）へご相談ください。

今般、一般社団法人 日本医療安全調査機構におきまして、病理解剖の必要性をご遺族への説明の際に
ご利用いただくことを目的に、「ご遺族（ご家族）の皆様へ 病理解剖について」を作成いたしました。 

ご承知のとおり、病理解剖は、医療事故調査制度における「予期しない死亡」の死因究明や医療行為との
関連を検証するうえで、大変重要であります。医療現場の皆様には、次の【ご遺族への説明時にご配慮いただき
たい事項】をご参照いただき、ご利用いただきますと幸いです。 

医療機関の皆様へ 

説明用紙 のご利用について 

【ご遺族への説明時にご配慮いただきたい事項】 
ご遺族は大変動揺されております。 

● 病理解剖の実施を決定するまでに、短時間でもご遺族内で検討いただける時間が確保で
きるようであれば、ご遺族にはその場での回答を求めず、ご遺族内で検討ができるよう検討
時間の確保にご配慮ください。

説明時には、担当者名や返答期限等を文書に記載してお渡しすることをお勧めします。必
要に応じてご検討ください。 

● ご遺族への病理解剖の説明は、一般的には主治医が行う場合が多いと思いますが、死亡
に至る経過やご遺族との関係性等を勘案し、事例に合わせて説明者をご検討ください。
（医療安全部門の医師や病理医が説明するのも一案です。）

● ご遺族の心情に合わせ、部分的な解剖も可能であることをご説明ください。

● それぞれの医療機関の事情によって、解剖までの待機時間や待機方法は異なるため、実
施することになった場合には具体的なスケジュール等についても、詳しくご説明ください。

日本病理学会ホームページ  
http://pathology.or.jp/ippan/pathdiag.html 

日本医療安全調査機構ホームページ 
https://www.medsafe.or.jp/ 

関連リンク 



 

 

 
 

亡くなられたばかりで解剖をご判断されるのは大変なこととは思います。解剖を行うことですべてを解明できるというもの 

ではありませんが、○○様がどうして亡くなられたのか、病気と死因を明らかにするという目的のために行いたいと考え 

ています。［解剖が必要な理由の説明］［目的の説明］ 

病理解剖は、「死因や生前に下された診断との関連」、「病気がどの程度進行していたのか」、「治療の効果はどうだった 

のか」、「原病とは別の病気が存在していたのか」など、どうして亡くなられたのかを知るための手がかりを得るための重 

要な調査です。 

お気持ちはお察しいたしますが、これまで解剖を実施されなかったご遺族の中には、解剖しなかったために、死因が確定 

できなかったことから、「なぜ解剖しなかったのか」と後悔される方もいらっしゃいますので、ご遺族のみなさまでよくご検 

討いただき、解剖の実施にご同意いただけないでしょうか。［解剖の意義］ 

解剖・Aｉの依頼および実施時の具体的な説明内容 

解剖は、解剖を専門とする医師が、胸部から下腹部にメスを入れて、詳細に観察し、写真を撮ります。また、必要な臓器 

を採取し、後日、顕微鏡で詳細な検査を行います。頭部の解剖が必要な場合には、その必要性を含めご遺族に説明した 

上で実施します。［解剖の範囲］ 

縫合した傷は、ガーゼで保護しますので外からは見えないようにいたします。また、ご遺体は最大限、丁寧に扱わせてい 

ただきます。［解剖後のご遺体の取り扱い］  

解剖には○時間くらいかかりますので［解剖の所要時間］、お待ちの間、休息できるお部屋をご案内いたします。ご希望 

があれば、一旦帰宅していただくことも可能です。  

 
＊所要時間の目安：通常は 2～3 時間程度ですが、場合によっては長時間を要する例もあります。 

 依頼・実施工程の説明例 

 依頼の説明例 

 実施工程の説明例 

解剖について 

Aｉについて 

亡くなられた○○様のご遺体に傷を付けることに抵抗をお感じになられる場合は、死亡時画像診断を行い、死因を究明す 

る方法もあります。死亡時画像診断とは、CT や MRI などの画像診断装置を用いて遺体を検査する手法です。［非侵襲性

の説明］  

死因究明の手助けになるため、ご遺族のみなさまでよくご検討いただき、Ａｉ実施にご同意いただけないでしょうか。  

ただ、Aｉは発展途上の技術であり、Ａｉ単独で死因を明らかにすることには限界があるということをご理解ください。［Ai の限 

界］ 

 

 《参考》Ａｉの読影は通常の生体読影とは異なり、死後変化や救急蘇生処置による修飾が加わることが多いため、死因究 

明が困難な場合もあります。例えば、くも膜下出血、脳出血、大動脈解離、大動脈瘤破裂などの出血性病態の場合は、Ａｉ 

所見と解剖所見の一致がみられます。一方、心タンポナーデや肺炎などは、Ａｉでは確実な診断ができるとは言えないとさ 

れています。 

👉👉👉👉 1 

👉👉👉👉 2 

👉👉👉👉 3 

参参考考  

＜出典＞ 

公益社団法人日本医師会 研修ワークブック院内調査のすすめ方 

https://www.med.or.jp/doctor/anzen_siin/seido/ 

 

この状況でふさわしくない説明例 

解剖(または Ai)によって死因が明らかにならないこともありますが、これからの医学の発展に貢献することができますので

ご協力をお願いいたします。 

解剖(または Ai)はどうされますか。ご遺族のお考えにお任せしますのでお決めください。 


